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目次・概況

【地震活動】

１頁2007年１２月の活動

想定震源域及びその周辺で発生したＭ≧3.0の地震は、
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１２日

南関東におけるＭ≧3.5の地震は、

２日茨城県南部

５日茨城県南部

８日茨城県南部

１４日茨城県沖

１５日茨城県沖

１９日茨城県沖

２１日千葉県東方沖
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その他の地域で目立った地鰹は、

２１日福井県嶺北

２１日福井県嶺北

２２日房総半島南方沖

深さ７kｍＭ4.5

深さ７kｍＭ4.2

深さ８７kｍＭ4.5

2頁2008年１月の活動（１日～２７日）

想定震源域及びその周辺で発生したＭ≧3.0の地震は、

１７日静岡県西部深さ１７kｍＭ3.0

２０日静岡県西部深さ２９kｍＭ4.0

２７日静岡県西部深さ１７kｍＭ4.1

２７日静岡県西部深さ１６kｍＭａｌ

２７日静岡県西部深さ１７kｍＭａｌ
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静岡県西部

静岡県西部

静岡県西部

２７日

２７日

２７日

南関東におけるＭ≧3.5の地震は、

４日千葉県北西部

９日茨城県北部

１６日茨城県沖

２２日千葉県東方沖

２３日千葉県東方沖

深さ７１kｍＭ3.8

深さ５５kｍＭ3.8

深さ４７kｍＭ4.7

深さ３３kｍＭ3.8

深さ３２kｍＭ3.6

その他の地域で目立った地震はなかった。

3-5頁発震機構（最近２ケ月）

東海地方での地震は、

１:１２月１日静岡県西部の地震は、１:１２月１日静岡県西部の地震は、西北西一東南東方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型。

２:１２月２日静岡県西部の地震は、東西方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型。

４:１２月２日静岡県西部の地震は、東西方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型。

５:１２月２日静岡県西部の地震は、東西方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型。

６:１２月２日静岡県西部の地震は、西北西一東南東方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型。

７:12月２日静岡県西部の地震は、西北西一東南東方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型。

９:12月２日静岡県西部の地震は、東西方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型。

10:１２月３日静岡県西部の地震は、東西方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型。

13:１２月５日愛知県西部の地漣は、東西方向に張力軸をもつ横ずれ断層型。

15:１２月６日静岡県西部の地震は、東西方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型。

18:１２月１２日静岡県西部の地震は、西北西一東南東方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型。

24:１月７日愛知県西部の地震は、北西一南東方向に張力軸をもつ横ずれ断層型。

28:１月１７日静岡県西部の地震は、東西方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型。

29:１月２０日静岡県西部の地震は、東西方向に張力軸をもつ型。

[主な地震活動］

6-8頁長野県南部～愛知県の深部低周波地震活動

１月１日から１月１０日にかけて､長野県南部～愛知県東部で深部低周波地震活動

があった｡同時期に､周囲の歪計で歪変化が観測された。
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９頁低周波地震活動とスロースリツプ

10-12頁静岡県西部の地震活動（地殻内）

静岡県西部（森町・掛川市境界付近）の深さ約１６kｍで、地震活動が昨年１１

月から活発になっている。現在も地震活動は続いており、１月２７日１０時３３

分にはＭ4.1の地震で最大震度３を観測し､同日１０時５３分にはこの地震活動

で蛾大となるＭ4.2の地震（最大震度２）が発生した。陸域の地殻内での地震

活動と考えられる。

13-14頁静岡県西部の地震活動と地殻歪変化

１５頁１月１０日静岡県西部の地震（地殻内）

１月１０日に静岡県西部の深さ１６kｍでＭ2.3の地震が発生した｡陸域の地殻内で

発生した地震である｡前項の地震活動の北西約３０kｍのところであり､この付近では

２００８年に入ってからまとまった地震活動が発生している。

１月２０日静岡県西部の地震（プレート内）

１月２０日に静岡県西部の深さ２９kｍでＭ4.0の地震が発生した｡フィリピン海プレ

ート内部で発生した地震である。

１６頁

１７頁１月２４日御前崎（遠州灘）の地震

１月２４日に御前崎沖でＭ2.0(暫定)の地震が発生した。

[活動指数等の資料］

18-21頁活動指数

固着域：地殻内で高い(8)。プレート内はほぼ平常(3～4)。

Ｍ２０以上の地震（１９頁）も同じく、地殻内は高い(7～8)が、プレート内は

ほぼ平常(6)。

愛知県：中期の指数はまだやや高い状況(7)が残っているが、短期の指数は平常（４）

に戻っている。

Ｍ2.0以上の地震（２０頁）も、地殻内中期（９０日）のみやや高い(7)が、他

はほぼ平常(4～5)。

浜名湖：低い～やや低い(O～2)。

駿河湾：短期の指数はやや低い２で、前期の０から回復しつつある。中期の指数はま

だ影響が残っており、低い(O)。
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固着域

(最近の９０日間）

［地殻内］

１１月半ばから静岡県西部（森町と掛川市の境界付近）の地震活動が活発になっ

た。

［フィリピン海プレート内］

１月２０日に静岡県西部でＭ4.0の地震が発生した。

22-26頁

(1997/OI/O1～2008/1/２３Ｍ≧1.1） 

[地殻内］

静岡県西部の地震活動活発化は、１９９７年以降では珍しい規模の回数増加であっ

た（左下)。

クラスタ除去後の地震回数積算図（右下）を見ると、２０００年半ばまでは傾きが

急で活発、その後２００５年半ばまではやや傾きが緩やかで低調、2005年半ば以降

は活発、という傾向が見られる。

その地震活動変化は、長期的スロースリップの進行・停滞に対応しているように

見える。

(198Ｗ09/01～2008/1/２８０８:００Ｍ≧2.0およびＭ≧3.0）

[地殻内］

１９８７年９月以降（過去約２０年間）の固瀞域内の地殻内の地震活動を見ると、

２００７年後半からの活発化が顕著である。特に２００７年１１月からの静岡県西部の

地震活動による地震回数増加が目立つ。

(1997/01/01～2008/1/23,Ｍ３５以上は1987/09/01～2008/1/23）

[フィリピン海プレート内］

Ｍ3.5以上の地震発生回数を見ると、２００１年後半ごろから少ない。そのような状

況の中、２００６年１２月１６日に静岡県中部でＭ4.0,2007年８月３１日に静岡県

西部でＭ4.3､さらに2008年１月２０日に静岡県西部でＭ4.0の地震が発生した。

１９９８年後半～2000年前半にも静穏な時期があった。

Ｍ2.0以上では2005年半ば以降やや静穏であったが、2007年に入って回復。

(1923/０８/01～2008/1/２８０８:００Ｍ≧3.5） 

[地殻内］

１９２３年８月以降の固着域内の地震活動を見ると、２００１年後半からの静穏化は長

期に渡っており、顕著であったことがわかる。

1Ｖ 



2006年１２月頃からは地震活励が回復し、活発になっている。

27-28頁愛知県（地殻内）

（2004/01/01～2008/1/２３Ｍ≧1.1） 

［地殻内］

最近数ケ月は地震発生がやや多かったが、今月は少なくなっている。この結果、

短期の地震活動指数はやや高い７から平常の４へ戻った。このような地震活動変

化は揺らぎであると思われる。

(2004/01/01～2008/1/２３Ｍ≧1.1） 

[プレート内］

短期の地震活動指数は平常の４へ戻った｡中期の指数は先月までの影響でまだや

や高い(7)。このような地震活動変化は揺らぎであると思われる。

29頁浜名湖（1995/01/01～2008/1/２３Ｍ≧1.1：フィリピン海プレート内）

［東側］２０００年後半から浜名湖北岸にあるクラスタの活動が低下し、東側全体の活

動レベルが低下している。2007年５月～９月は一旦回復したが、１０月以降は

再び低下し、今期はやや低い１（短期）である。揺らぎかどうか、今後の経過

を見る必要がある。

［西側］２００６年以降、低調。

３０頁駿河湾

中期の活動指数はまだ低い(0)が､短期はやや低い２に回復しつつある｡2001年

頃や1999年頃にも低かった時期があり､今回の活励低下は揺らぎの可能性がある。

【地殻変動】

３１頁歪計観測点配置図

32-35頁体積歪計

伊良湖及び蒲郡で2007年１０月６日頃から１２日頃にかけて歪変化が観測された。

これと同様の変化は、最近では2007年２月５日頃から１３日頃にかけて観測された。

伊良湖、蒲郡、天竜及び川根

2007年２月５日頃から１３日頃にかけて歪変化が観測された。この歪変

化は、掛川・奉野・佐久間・本川根・浜北の多成分歪計で観測された歪

Ｖ 



､ 

変化とほぼ同期していた。

伊良湖及び蒲郡

2007年10月６日頃から１２日頃にかけて歪変化が観測された｡この歪変

化は、春野・佐久間・浜北の多成分歪計で観測された歪変化とほぼ同期

していた。

三ケ日２００７年５月下旬から、降水に伴う局所的な変化が見られた。２００７年７

月下旬に見られる縮みとその後の回復の変化は、毎年夏になると見られ

るものであると思われ、水位の変化と相関があり、並行観測している１日

観測点でも同様の変化が見られる。

榛原平成１９年(2007年)能登半島地震に伴う＝サイスミツクなステップ状の

変化が見られた。

藤枝平成19年(2007年)能登半島地震に伴う＝サイスミツクなステップ状の

変化が見られた。

静岡2007年５月以降の伸び変化は、例年見られるものである。

36-45頁 多成分歪計（掛川、春野、佐久間、本川根、浜北）

掛)||、春野、佐久間、及び本川根で2008年１月１日頃から１０日頃にかけて歪

変化が観測された。

これと同様の変化は、最近では２００７年２月５日頃～１３日頃、２００７年６月１５

日頃～１７日頃、2007年９月２６日頃～１０月２日頃、及び、2007年１０月６日頃か

ら１２日頃にかけて観測された。

掛川、春野、佐久間、本川根および浜北

2007年２月５日頃から１３日頃にかけて歪変化が観測された。

この歪変化は、伊良湖、蒲郡、天竜及び川根の体積歪計で観測された

歪変化とほぼ同期していた。

泰野、佐久間、本川根および浜北

2007年９月２６日頃から10月２日頃にかけて歪変化が観測された。

春野、佐久間および浜北

2007年１０月６日頃から１２日頃にかけて歪変化が観測された。

この歪変化は、伊良湖・蒲郡の体積歪計で観測された歪変化とほぼ同

期していた。

掛川、春野、佐久間及び本川根

2008年１月１日頃から１０日頃にかけて歪変化が観測された。

掛川

● 
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2007年５月１９日以降、及び、１１月３０日以降、歪２及び歪３でセンサー

のごく近傍の局所的な変化が見られた。

春野

平成19年(2007年）能登半島地震に伴うコサイスミツクなステップ状

の変化が見られた。

平成１９年(2007年)新潟県中越沖地震に伴う＝サイスミックなステッ

プ状の変化が見られた。

本川根

2006年春頃から歪４で局所的な変化が見られた。

2007年６月１５日頃から１７日頃にかけて歪変化が観測された。この歪

変化と同期して、春野、佐久間で若干の歪変化が認められた。

浜北

2006年１２月２６日以降、センサーのごく近傍で局所的な変化が見られ

た。

平成１９年(2007年）能登半島地震に伴うコサイスミックなステップ状

の変化が見られた。

平成１９年(2007年)新潟県中越沖地震に伴う＝サイスミツクなステツ

プ状の変化が見られた。

46頁御前崎の傾斜変化
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東海・南関東地域の地震活動2007年12月
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東海･南関東地域の地震活動2008年１月(旧～27日）

'-,旦PlVn，， Ｎ＝２４４７ 

蕊；琴ijlii鑿ｌｉｌｉｌｌ
9日５５kｍＭ３.８

螂磯＄と

謀
｡ 

翼Ｚ ⑪ 

窪
6日１３kｍＭ３.４

、
。
。

ロ
』
ｈ
Ⅲ

⑨ 

鐸
6日４７kｍＭ4.7

急忠了Xｊｉ
ｋｍＭ３,５ 

｡｡。

⑪ 

｡ ｡｡。

⑪ 

｡ 

。
36.Ｎ ｡ 

Ｐ額 ｡ 

ｏｂ 

ｌ、

ｏｂ 

ｌ、

ｏｂ 

ｌ、

｡ ｡ 

蕊
０ 

唾
。

Ｉｏ 

ＩＵｖ￣ 

蕊j･矛雲

Ｕｖ 

ｏ 

ＯＯ 

Ｃ
ｏ
ｏ
 

｡ 

日３３kｍＭ３.８̄
 

曰３２kｍＭ3.6

。

。
、
。

:鷺Ｚ｡､冨・
｡＿９ 

。。。

識
篭

▲ ▲ ▲ 
◎ ◎ 

ｏ
｜
△
 

▲ 

ｏｏｊｂｈ 

iillij三三
｡ 

1ｼｶ!》kii:！)毫盈.：
｡ 

｡｡ 
＄･ 
の。

。,侭

鰯
｛灘

｡ 

灘 』.：

鑿

臼
咄
殉

麓

iiLf1iii1bljiiLiiLIi 
０ 

▲ 

３５゜Ｎ

舛
睨

。｡
。
③

灘
｡ｂ会。｡⑥ ｡ 

りぴb＄

｡ 

◎」トコ

蔦}jji 
Ｍ 

○ 
7.0 

○ 
6.Ｏｄｅｐｔｈ 

○（k、）

5ざ８
４．０２１ 
･△ 

3.0４１ 

２元□
。６１

１Ｐ◇ 
ＵＮＤ９０ 

｡ 

△ 

｡ 

０ 
』⑥
｡ 

｡ 

34゜Ｎ 辮
灘

▲ 

□ ｡ 

露
1面７百~７７雨而１

△
申
ム

ム

ム

ロム▲

Ｂｄｐ Ｂｄｐ △ 

△
〆
△

△
〆
△

。△ △ 

4日８９kｍ113.6
￣ 

6日６６kｍＭ３.５

ロ
ム △ △ 

、33゜Ｎ

１４０゜Ｅ １４１．Ｅ 139．Ｅ 1．BoE １３６゜ 137。

気象庁作成



東海。南関東地域の発震機構解（１） 1,,畦rim,11:2(l'IIW12/０１(1'(1:(|作篝200'MWii1H/Ｚ３Ｚ４:111(１

Ｍ 

し墓iii）
(ろ）
ｉａ１ 
ａ） 
ご
（○Ｊ 

３ 

￣ 

iｑＺｊ１９ 

， 

３６° 勝
７
鰍
５
’
４
３
’
２

蝋」、

３５。
田

卍
～
！
 

ロゴ

１
『
！

9０ 

３４。
｢・
Ｉ． ■】

ISiロ

１ ４１ｑ ■面_

￣￣ 

ｕｐ－ 

2'０ 

h--fl 

３３＆ ロE＝ 

↓
 

￣ 

1,叩雌(肱､､）’’ 

１３８。
１４１。１３６。 １４'０。１３７。 1３９． 

(下半球投影）
[気象庁作成］



東海・南関東地域の発震機構解（Ｚ）
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東海・南関東地域の発震機構解（３）
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※静岡県西部の地震（1～7.9～11.14.15,18,28）の発震機榴解を本頁にまとめて掲載した。

（下半球投影）
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2008年１月長野県南部～愛知県東部低周波地震

震央分布図（低周波地震のみ、1999年９月以降、Ｍすべて）
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領域ａ内の時空間分布図
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2008年１月１日より、長野県南部力勘ら愛知県東部

にかけて発生した低周波地震は、震源が６日にかけ

２０て次第に南西に移動するように発生した。この間の

最大は１月５日17時34分と７日04時55分に発生した

Ｍｑ４の地震である。低周波地震は１０日までで収まっ

た。
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低周波地震と同期した歪計の変化

醸|讓蕊。
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掛川歪３磁補(042）
-a800000E-10/DAY 

12/2１ 01/01 
2008 

01/1１ 

2008年１月１日から１月10日にかけて長野県南部から愛知県東部において発生した低周波地震

に関連して、佐久間、春野（静岡県整備）、本川根（静岡県整備）、掛川の歪計において変

化が見られている。
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低周波地震の震央分布と､歪計の変化から推定したすべりの位置
(期間を通してみた場合）

35゜301

35.Ｎ 

34.30, 

34.Ｎ 

※●は、2008年１月１日０時から１月５日12時までに発生した低周波地震の震央を示す。

※○は、2008年１月５日12時から１月１１日０時までに発生した低周波地震の震央を示す。

※灰色の領域は、上述の２期間を通した歪変化から得られた推定すべりの候補点の位
置を示す。

推定されるすべり位置は、低周波地震の発生領域の付近である。
すべりの規模はＭｗに換算して5.7～5.8である。
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低周波地震の震央分布図
16-074 

低周波地震活動とスロースリツプ
2000/ｌ／１～2008/１/2３ＭｚＯ３ 
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短期的スロースリップの発生が観測された。
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静岡県西部の地震活動

静岡県西部で､2008年１月27日10時33分にM4.1（腫定､探さ17km､最大震度３)、|司日10祷53分にM４．２
（暫定、深さ16km、最大j震度２）の地謹が発生した。10時53分の地震（M4.2）の発震機瀞は西北西一
東南東方向に圧力il1llを持つ横ずれ断層型であった。

今回の地渡の譲源付近の地殻内（領域ｂ）では、2007年11月12日頃から地震活動が発生している｡
今回の地震は、これまでの地震活mljの中での最大の地震となった。2008年１月に入り、地震活動は一
旦落ち着いてきていたが、2008年１月中旬以鋒地震発生数がやや増加していた。

震央分布図（1997年１０月以降、深さ２５kｍ以浅、Ｍ≧1.0）
2007年１１月以降を淫<表示
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静岡県西部の地震活動（ＤＤ法による）

震央分布図

(2007年１１月１０日～2008年１月２８日08時） 周辺20の礒測点を使用し､一元化のルーティン

震源をＤＤ法で再計算した。

１月２７日０時以降を赤色で表示。
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讓央分布図

(2007年１１月１０日～2008年１月２８日０８時）静岡県西部の地震活動
(ＤＤ法による､１月２７日以降）
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静岡県西部の地震活動と地殻歪変化

ＥｘＩｎ 

ｌｌ鱸埒地殻歪変化時間値
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静岡県西部（森町と掛川市の境

界付近）の地震活動が２００７年１１
天祗 月半ばから活発lこなった。垣

川ｌＲ
２ 地震活動が活発}こなった領域周

掛川頭lCMl77Ii）辺に位置する歪計の記録を見る
駒↑競いOS7E）と、浜北歪１と歪２で、１２月初め
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掛川頑３(NOI2,;）頃からそれまでのトレンドとは異
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なる変ｲﾋｶf見られた。地震活動の
掛川五４(Nil32E）

が野溌Ｉ(NoO2E）推移と歪変化が必ずしも一致しな
-5-6ｃリノムｙ

瀞畿〈No92E）いこと、歪３と歪４では同様な変
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鍔f彌知いM7E）化が見られないこと、また、この
｡z」ぜ.私山､・

ような変化はこれまでlこも見られ

性久lHI1Ki，(M35,2)ていたことから、地震活動との関
８比.,/ｕｗ

佐久lllm2CvOl5E)連性ははっきりしない。
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佐久IHI玉３(NoooE）その他の観測点では、地震活動
。？ｐご゜,､u1v

住りく問Xi4(NO90L)に関連するような変化は認められBJc･wLhy 

ない。
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領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図
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領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図
２００００１０１００:ＯＯ－２００８０１２８０９:0０ 

lＬ３０２ 
400 

Ⅱ
８
７
６
５
４
３
２
１
０
１
 

300 

200 

100 

0 

気象庁作成
1４ 

。．．。｡。■■・Ｕ▽￣。￣￣￣￣￣￣ｕ

※ 

蕊

－－－-一－一一一

－－－－－－－－帛品一戸～、－割－－－－､－～－－－－－ヘー～－

－－－－－－－－－￣￣－－－－ｮ 

堅一一-－－－－－－－－－－－
瀬

－－－－￣一一一－－－－－－－－一一￣～一一～－－－

ﾍｰｰﾍｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰﾍ戸一一~ヘーーーーーーーーーーーーーーー

j,｜、１．１Ｌ
Ｎｍ“ 

．．．．．．．．．、．．．．．．．．．Ｉ．．．．．．．



１月１０日静岡県西部の地震

震央分布図

(地殻内の地震のみ、1997年１０月以降、Ｍすべて）
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領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影、深さＯ～60km）
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臓岡県西部の地殻内で、2008年１月にM2.3を最大とする地漣活動（艤域ｂ）があった。また、その

南東側（領域ｃ）でも、2007年１２月に１１１１．２を膿大とする小規模な地震活動があった。いずれの活11ｉｈ
もほぼ収まっている。

今回の地震の薩源付近には徽小地震のクラスタがあり、過去にも同艤な地震活動がみられる。これら

のクラスタは、通総の地殻向で発生する地震（深さ５～15km）と、’;''１３]層で発生する地震（深さ１５～

25k,１１）の震源が近接する場所に存在しており、周辺よりも地震活動iH1iが鉛直方向に広く分布している。
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領域ｃ内の地震活動経過図回数菰算図

(地殻内の地震のみ、１，１すべて）

領域ｂ内の地震活動経過図、回数種算図厚
】

’ (地殻内の地震のみ－Ｍすべて）

・百
ケ

81h町 ,UＨＯ 

目■ 甲

ニー

４－ 
日9曲▲ ＤＩＵＩ■ 

。= １
１
１
１
 

ラー

.：。

｡､囑・．：１．:？＝-葱一

雷、１０｡ 
■ 

1－ 
Ｄ■ 

、
）
則

,ｑＩ－ 

￣弓・・!－１－ 

'…'…'…'３.瓢'?｡霞'…上野｣…蕊$ｉ鰯７１
ＵＩＩＩＵ-」－－１－』

:鐘３［ﾖ弱ＺＤａＯ２ｐｐ１２Ｃ５ｉ２。”３２｡○名一:刀露~｡“ａＺＯｑ７
－￣ 

－－ 
－ 

ﾕ…ｍ、勲--20,30122…

■■■■ 

－－ 

－-

一二”ﾌﾞｰｌＩＯｌＤＯｐＯ－＝200ａｏＩ２２０８ｄＤＯ ３ｌ毎Ｍ)ｆ￣ Ⅱ■鯉－－ 
,出1０

四
日
ヲ
５
６
Ⅲ
ろ
』
ざ
１
，

一
Ⅲ
ヨ
マ
『
イ
》
つ
▲
＄
一
判
『
］
ウ
ニ

了
・
巴
吟

(2007年１１月以降）(2007年１１月以降）
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